










　　 3． 2． 1　貸方 1区分
　　 3． 2． 2　貸方 2区分
　　 3． 2． 3　貸方 3区分（以上）
　　 3． 2． 4　小括
　 3． 3　貸方 2区分のもとでの負債と資本の積極的な定義
　　 3． 3． 1　構成要素の定義づけに関する一般論


























Accounting Standards Board, FASB）による概念フレームワークに関す
る議論にみられ，最近では，国際的なインフラとして注目される，国際会




































































































































































































⒟　特定クラスの金融商品のリターン（returns to the holders of a

































































































































































貸方 1区分 貸方 2区分 貸方 3区分（以上）
流動性 有り 定義に依存 定義に依存
支払能力 有り 定義に依存 定義に依存






























































































3 ． 3 ． 2 　資本の積極的な定義の可能性
EFRAG討議資料（2014）では，財務報告の観点，具体的には所有主の観
































































































































































3 ． 4 　資本請求権の移転発行義務による負債の拡張可能性
EFRAG討議資料（2014）では，資本請求権の移転発行義務（obligations
to transfer claims on equity）を負債の定義に含めて解釈できるか，その拡
張可能性が論じられている。また，資本請求権の移転発行義務の特定の構
成要素への分類が影響を及ぼす可能性のある項目として，資本請求権を引


























































































































































⒝　資本請求権の移転発行義務（obligations to transfer claims on equity）


















































































































































資 産  
参加義務 
非参加義務 




































































































































































































資 産  資本請求権の 
移転発行義務
／引受権利 
負 債  
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